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☆  かち                                                                                                              

☆                     コード１  :０１９０     ファイル  :ｆ           版：＊                  区分数    :０２        

☆                     表記      :価値                                                                                

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  一銭（三文）の価値もない。

他合成語１

他合成語２

備考      ＜関＞０１＝＞０２。

[区分  ０１／０２]

表記      価（か）値（ち）

意味記述  ものの値打ちや大切さ。

意味素性１ ＧＲＡ

用例１    この壺は価値が高い。

意味素性２ ＡＢＳ

用例２    この絵は少なくとも１００万円相当の価値がある。

連体文例  金は価値の高低があまりないという。

被連体例  十万円の価値，蔵書の価値，品物の価値，この家の価値，絵画の価値。

被連体文例

Ｓ文例    この品は、［牛が十頭買える］価値がある。

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０２]

表記      価（か）値（ち）

意味記述  あることを行なう意義。

意味素性１ ＡＢＳ



用例１    この本は一読の価値がある。

連体文例  彼と私とでは価値の基準が違う。

被連体例  一読の価値，幼児教育の価値，検討の価値，一見の価値，見るだけの価値。

被連体文例

Ｓ文例    それは［わざわざ出掛けて見に行った］価値があった。

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かち                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０１／０２        素性数    :２               

＊ 表記      :価（か）値（ち）                                                                                        

＊ 意味記述  :ものの値打ちや大切さ。                                                                                  

＊ 意味素性１:ＧＲＡ      用例１    :この壺は価値が高い。                                                             

＊ 意味素性２:ＡＢＳ      用例２    :この絵は少なくとも１００万円相当の価値がある。                                   

＊ 連体文例                         :金は価値の高低があまりないという。                                               

＊ Ｓ文例                           :この品は、［牛が十頭買える］価値がある。                                         

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／２]

素性      ＧＲＡ

関連｜同義

関連｜類義 値，真価，値打ち，価格，値段，代金

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／２]

動詞｜ガ  ニ│十万円の／家一件分の／…★│ガ│ある，ない。

          │（遺跡の／家の／…）★│ガ│上がる，下がる，落ちる，高くなる，低くなる。



動詞｜ヲ  ガ│（蔵書の／…）★│ヲ│高める，増す，落とす，下げる。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（この壷の／…）★│ガ│高い，低い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／２]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義 値，真価，値打ち

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  ２／２]

動詞｜ガ  │★│ガ│生まれる，消える，多様化する，複雑化する。

          （この壷）ニ│★│ガ│ある，ない。

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│持つ，失う。

          ガ│（歴史上の／…）★│ヲ│持つ。

          ガ，ニ│★│ヲ│見いだす。

          ガ│（お金の／伊万里焼きの／…）★│ヲ│知る，認める，重んじる，はかる，決める，理解する。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  



[連体用法]

NP0ノ     －の高低，－の高さ。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  金は価値の高低があまりないという。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜具体化＞十万円の－，五ドルの－。

          ＜対象＞作品の－，お金の－，貨幣の－，ドルの－，品物の－，商品の－，絵画の－，土地の－，家の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る

Ｓ文例  この品は、［牛が十頭買える］価値がある。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  

[形態情報  １／１]

合成語要素 かち

要素表記  価（か）値（ち）

補足      

合成｜名前 －化，－性，－的，－形態，－体系，－判断，－率，－基準

合成｜名後 無－，諸－，貨幣－，交換－，付加－，市場－，経済－，剰余－，余剰－，希少－，商業－，等－，使用－，

商品－，財産－

合成｜形  

合成｜動  －づける

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かち                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０２／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :価（か）値（ち）                                                                                        

＊ 意味記述  :あることを行なう意義。                                                                                  



＊ 意味素性１:ＡＢＳ      用例１    :この本は一読の価値がある。                                                       

＊ 連体文例                         :彼と私とでは価値の基準が違う。                                                   

＊ Ｓ文例                           :それは［わざわざ出掛けて見に行った］価値があった。                               

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義 真価，値打ち，重要性，意義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  ガ／ニ│（学術的検討の／一読の／…）★│ガ│ある，ない。

動詞｜ヲ  ガ│（休日に何もしないことの／幼児教育の／…）★│ヲ│認める，認識する。

          ガ，ニ│（観光／利用／…）★│ヲ│見出す。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の基準，－の平等，－の不平等，－の探究，－の体系，－の置き方，－の高さ，－の重さ，－の高低。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  彼と私とでは行動を起こすときの価値の基準が違う。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜内容＞検討の－，採用の－，一見の－，一読の－，見るだけの－，商売の－。

          ＜対象＞人の－，人生の－，個人の－，母親の－，遺跡の－。

ノNP0補   



～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る，～た

Ｓ文例  それは［わざわざ出掛けて見に行った］価値があった。

        その小説は［一度読んでみる］価値がある。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  

[形態情報  １／１]

合成語要素 かち

要素表記  価（か）値（ち）

補足      

合成｜名前 －化，－性，－的，－観，－論，－基準，－判断，－上

合成｜名後 等－，存在－，商業－，利用－，使用－，観光－，投票－，実用－

合成｜形  

合成｜動  －づける

合成｜副  －上

合成｜他  


